石川県産業成長戦略検討委員会　第１回ＩＴ部会
議事要旨
日時：平成２５年７月２５日（木）10:00～12:10
場所：石川県行政庁舎　1106会議室
出席者：村本健一郎部会長、饗庭達也副部会長（梶谷忠博委員代理）、小清水良次委員、
高桑秀治委員、奈良周治委員、福永泰男委員、宮川昌江委員、宮本研一委員
（石田敏委員代理）
＜委員からの主な意見＞
〇現行の革新戦略での現在の主な取り組みは今後も継続するべき。
〇首都圏に仕事・情報が集中しているため、石川県のＩＴ企業はまず東京に出ていかないと、下請け体質は抜け出せない。
〇県内の大学に限らず、全国の大学等との産学官連携を視野に入れるべきではないか。
〇経営者自身がマーケットを勉強しないといけない。ベンチャー企業であれ、大企業
であれ、マーケットを見据えたモノづくりが大事である。プロダクトアウトではなく、マーケットインが大事である。
〇StarBEDの利用については、マーケットに商品を出すという形ができないと、なかなか利用しにくい。
〇システム開発系の企業は、製造業等と異なり営業コストがあまりかからず、技術者がいれば成り立つので、売上増を目指すならＩＴ業界の人材を増やすことが重要ではないか。
〇現在、ＩＴ業界は成熟してきており、受託開発は減少している。代わって、パッケージビジネスやマネジメントビジネスが増加してきているが、現状はＳＥが不足している。
〇受託開発が減少している中で、何でもやりますといった方針から脱却し、ある産業に特化したパッケージビジネス等新たなチャレンジが必要となるのではないか。
〇石川県のエンジニアは良質だが、顧客の求める情報が県内に不足している。首都圏に出て顧客が求める情報を収集してくることが重要ではないか。
〇法令改正は市場が変わるタイミングになり得るので、ビジネスチャンスになる。
〇中小企業が個社で海外展示会へ出展することは非常に大変であるため、海外展示会への出展支援は継続的にやるべきである。
〇紙媒体から電子媒体へ変化している中で、印刷業界は１０年先を見据えた対応が必要となっている。
〇ＩＴ業界において、どのレベルの人材がどのくらい必要なのか産業界から提案してもらえるとありがたい。
〇各企業が強みを特化したものをどれだけ作れるかが重要であり、そこへの支援が必要となる。また、ベンチャー企業がそのレベルに達するまでの育成支援も必要となる。
〇人材育成については、コミュニケーション能力やクリエイティビティ（デザインとエンジニアリングの融合）を教育していく必要がある。
〇まずは首都圏へ出る以外に、石川県でニッチな部分に特化した商品開発を行い、その後全国に横展開することも必要ではないか。横展開する際に支援が受けられるとありがたい。
〇都市圏と比較して、県内ＩＴ系の健保組合の利便性が悪い。福利厚生が充実した社会保険制度があると県内で働くインセンティブになり得る。
〇首都圏へのアプローチの仕方として、首都圏での展示会の他、販社が主催する展示会への参加がある。展示会への出展補助はありがたい。
〇展示会への参加に加えて、東京の石川県人会を通じたマッチングもビジネスに繋がるのではないか。
〇県内ＩＴ企業以外の産業のＩＴ利用率、リテラシーレベルが向上することで、システムの選択肢が増え、県内ＩＴ産業の成長にも繋がる。
〇幼い頃からＩＴに接する環境を作ることで、ＩＴの人材育成に繋がるのではないか。そのためには、石川県がＩＴ先進地域となる必要がある。
〇ＩＴ業界のマーケティングとしては、常に新しい情報を取り入れるアンテナを立てておくことと顧客の情報分析することが重要である。
〇石川県は人口当たりの大学数が全国３位なので、人材育成には関しては更なる活用が必要ではないか。
〇学生は、企業への長期インターンシップによって、そのまま就職が決まることに加え、企業での経験を通して鍛えられるため、インターンシップでの企業の支援があるとありがたい。
